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屯田兵 

屯田兵とは、明治期に北海道の警備と開拓にあたった兵士とその部隊で

す。1874 年に制度が設けられ、全国各地から多くの人々が北海道に移

住しました。1900 年以降屯田兵の募集が中止となるまで、屯田兵の移

住総数は 37 兵村で計 7337 人（その家族約 4 万人）に及びました。 

屯田兵制度や移住の歴史を調べる手がかりとなる資料をご紹介します。  

１ 屯田兵について調べる  

書名 出版社 発行年 背ラベル 説明 

屯田兵 さっぽろ文庫 33 札幌市 1985 081.2/ｻ/33 最初に読む資料はコレ！ 

屯田兵とは何か その遺勲と変遷 

幻冬舎 

メディアコン

サルティング 

2020 611.2/ｱ 
屯田兵の素顔を、歴史と功績を多角的に紐

解く。 

北の礎 屯田兵開拓の真相 中西出版 2005 611.2/ﾜ 屯田兵開拓の検証や、屯田兵制概史を解説。 

屯田兵の研究 同成社 1992 611.2/ｲ 

屯田兵の成立や屯田兵条例、屯田兵制の特

色と変容、兵村の共有地問題、屯田兵解体

後の給与地問題等、三七兵村全てを調査・

研究。 

屯田兵制史 五月書房 1981 611.2/ﾏ 
屯田兵の設置や北海道開拓について外交関

係も含めて解説。 

 

２ 屯田兵（人名）を探す  

書名 出版社 発行年 背ラベル 説明 

屯田兵名簿 
北海道屯田 

倶楽部 
2003 611.2/ﾄ 

屯田兵全員の氏名と入植年月、兵屋番号、

出身地（県名）を収録。 

屯田兵村の百年 上・中・下 北海道新聞社 1979 611.2/ｲ 

屯田兵村入植者名簿収録。屯田兵の成り立

ちと経過、練兵、開墾の実態から逃亡、離

村まで掲載。 

屯田兵物語 北海道教育社 1984 611.2/ｲ 
県別屯田兵入植者名簿収録。（どの県から

移住したかがわかっていれば調べやすい。） 

屯田兵 歴史写真集 改訂増補 
北海道屯田 

倶楽部 
1989 211/ﾄ 

各兵村の写真と共に兵村配置図を掲載。住

んでいた場所を見つけられるかも。 

※ 実際に資料をご覧になりたい場合はカウンターまでお問合わせください。 
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３ 屯田兵村（地域別）を調べる 

書名 出版社 発行年 背ラベル 説明 

琴似屯田百年史 
琴似屯田百年記念

事業期成会 
1974 211.51/ｺ   

琴似兵村誌 [復刻版] 
琴似屯田歴史館 

建設期成会 
1992 211.51/ｺ 

「琴似兵村屯田兵年表」 

「北海道屯田兵村表」収録。 

琴似屯田兵村開基 110 年・琴似屯田 

子孫会創立 10 周年記念誌 
琴似屯田子孫会 1984 211.51/ｺ 会員名簿あり。 

新琴似兵村史   1936 211.51/ｼ ※2 階参考貴 

山鼻屯田兵 初代とその子孫たち 
山鼻記念碑 

保存資産 
1996 211.51/ﾔ 

兵屋番号 1～240 の初代から子孫の 

情報を網羅。 

札幌区元山鼻兵村給与地図  

[地図資料] 
不明 不明 

291.038/ 

C51 

＜札幌市中央図書館デジタルライブラ

リー公開資料＞ 

篠津屯田兵村史 国書刊行会 1982 211.5/ｼ 
明治 35 年当時の 

「篠津屯田兵村位置図」収録。 

篠路兵村の礎 
篠路兵村五十年 

記念会 
1938 211.51/ｺ   

野幌屯田兵村史 国書刊行会 1982 211.5/ﾉ 「屯田兵第二中隊配置図」収録。 

野幌屯田兵村百年誌 
野幌屯田兵村開村

記念祭典委員会 
1984 211.5/ﾉ   

江別屯田兵村史 国書刊行会 1982 211.5/ｴ 「屯田兵給与地域画」収録。 

屯田兵日記  

会津武士と琴似兵村の 410 日 

地域メディア 

研究所 
2022 611.2/ﾐ 

日々の出来事を綴った日記の翻刻版。 

リアルな生活が紹介。 

 

４ 便利なＷEBサイト・雑誌 

サイト名 URL 

北海道屯田倶楽部 屯田資料室 https://tonden.org 

屯田兵の歴史をはじめ、北海道 37 か所の兵村それぞれの入植の経緯と併せて、全屯田兵の名簿と配置図を収録。インター 

ネット上で公開しています。屯田兵名簿ＤＢでは、調べたい方の名前を入力し検索することが可能です。 

デジタル資料も有効活用しながら屯田兵について学んでみましょう。 

雑誌名 出版社 刊行頻度 所蔵状況 

会報・研究誌『屯田』 北海道屯田倶楽部 年２回刊 1985 年～刊行中 

毎号、屯田兵に関する踏みこんだ内容を特集しており、ルーツ調査の有益な資料となっています。 

 


